
押す

　エネルギー残量の確認

　特　長

　機内モードの設定（飛行機に乗るとき） 　手動タイムゾーン選択（飛行機内などで目的地の時刻に合わせたいとき） 　タイムゾーン修正（時計を使う地域・タイムゾーンが変わったときは） 　サマータイム（DST）の設定をする

 この時計は、GPS ソーラー* ウオッチです。
次のような特長があります。 ＊GPS とは、Global Positioning System（全地球測位システム）の略です。

世界中どこでも、ボタン操作ひとつで現在地の正しい時
刻に合わせることができます。

詳しくは、付属のDVDーROMに収録されている
「ユーザーガイド完全版」
もしくは、セイコーウオッチホームページ内にある
サポート情報＞取扱説明書
（http://www.seiko-watch.co.jp/support/
download/）をダウンロードしてお読みください。

〈Only in Japan〉

ソーラー充電で動きます。
文字板に光を当てて充電してください。
フル充電で約 6 ヶ月間動きます。GPS 衛星からの電波を受信し、

すばやく時刻を合わせます。
世界の全 39 のタイムゾーンに
対応しています。

※この GPS ソーラーウオッチはナビゲーション用機器とは異なり、普段お使いになっているときに常に GPS 衛星の電波を受信する仕様
ではありません。GPS 衛星の電波の受信を行うのは、タイムゾーン修正、強制または自動時刻修正等を行うときのみです。

受信
できる状態

受信
できない
状態

インジケータ表示 エネルギー
残量

このように
してください

Ｆ（十分） 受信できる状態です。

水平位置
（中くらい）

受信できますが、充
電を心がけてくださ
い。

インジケータ表示 秒針の動き エネルギー残量 このようにしてください

1 秒運針

E
（少ない）

受信はでき
ませんが、時
計を動かす
エネルギー
はあります。

受信ができるように、少なくと
もインジケータ針が水平位置に
なるまで充電をしてください。

2 秒運針
受信ができ
ない上に、時
計を動かす
エネルギー
も不足して
います。

（エネルギー
切れ予告機
能が働いて
います）

時計を動かし続けられ、かつ、
受信ができるように、少なくと
もインジケータ針が水平位置に
なるまで充電を継続してくださ
い。5 秒運針

機内モード（ ）の
ため、エネルギー残
量は表示されませ
ん。

機内モード（ ）を解除できる
環境であれば、機内モード（ ）
を解除してください。
→機内モード（ ）状態を解除

する
インジケータ針が "E" を指して
いる場合には、上記に従って充
電を行ってください。

2

1

3 4 5 6
インジケータ針の位置で、この時計が受信ができる状態か確認できます。
また、エネルギーが少ない状態については、秒針の動きによって、より詳しくエネルギー不足の程度
を確認することができます。
＊GPS 電波受信を行うには、たくさんのエネルギーが必要です。こまめに光を当て、充電することを心がけてください。

 機内モード（ ）状態にする

 機内モード（ ）状態を解除する

①〜③の操作を行ってください。

②で、インジケータ針の位置が右図の位
置「● ON」を指すと、機内モード（ ）
の状態の解除ができます。

※①の操作後、約 5 秒以上続くと、自動的に時刻表示に戻ります。時刻表示に戻ったときは、①か
ら操作をやりなおしてください。

＜機内モード（ ）状態＞
インジケータ針が  を指し
ている　

※機内モード（ ）が解除さ
れると、インジケータ針は
エネルギー残量を示します。

飛行機内など他の電子機器
の動作に影響を与える可能
性がある場所では、機内モー
ド（ ）状態にしてください。
機内モード（ ）状態にす
ると、GPS 電波受信（タイ
ムゾーン修正・強制時刻修
正、自動時刻修正）がはた
らかないようになります。

 機内モード（ ）に
　 ついて

ボタンCを押し続けて（3
秒）秒針が停止したら離す1 ボタンBまたはボタンCを押して、

秒針を目的地のタイムゾーンに合わせる
時分針の動きが止まったら
ボタンAを押す2 3

秒針が動きはじめます。

※�日付が 動いている間は、
ボタン・りゅうずの操作
はできません。

＜インジケータ針の表示＞
サマータイム（DST）の
ON/OFF の設定を表示し
ています。

※�サ マー タイム（DST）の
設定が合っていないとき
は、③の操作が終わった
ら、「サマータイム（DST）
を設定する」で ON/OFF
を切り替えてください。

※針が動いていない状態が 1 分以上続くと、自動的に時刻表示に戻ります。

時計回り

逆回り

 手動タイムゾーン選択のしかた

秒針が動いて、現在設定
されているタイムゾーン
を表示します。

ボタンを 1 回押すと秒針が動
き、となりのタイムゾーンに
移動します。

※�押す時間が短いとタイム
ゾーンの設定を確認する
動作に入りますので、確
実に 3 秒間押してくださ
い。

 手動タイムゾーン選択について
タイムゾーン修正ができない場所では、手動でタイムゾーンを設定できます。

※サマータイム（DST）の設定は「 サマータイム（DST）の設定をする」で行ってください。

DST ON OFF

表 示

タイムゾーン修正に関する注意事項
タイムゾーンの境界線付近でタイムゾーン修正を行うと、隣接するタイムゾーンの時刻が表示されることがあります。
これはしくみ上起こりうることで、故障ではありません。その場合には手動タイムゾーン選択でタイムゾーンの設定をしてください。
陸路の移動途中でタイムゾーン修正を行う際はタイムゾーン境界付近を避け、出来るだけそのタイムゾーンの代表的な都市で行うようにしてください。
また、タイムゾーン境界線付近で使用するときは、必ずタイムゾーンの設定を確認し、必要に応じて手動でタイムゾーンの設定を行ってください。

 タイムゾーン修正のしかた
ボタンBを押し続けて（6秒）秒針
が30秒位置に移動したら離す

受信しやすい場所
へ行く1

空が見えて視界が広
い屋外などへ移動し
ます。

2 3 秒針が「Y」または「N」を
指したら、受信終了時計を真上に向けたまま待つ 4

6秒押す

※ボタン B を押して 3 秒後に秒
針は０秒位置に移動しますが、
そのまま押し続けてください。

※日付が動いている間は、ボ
タン・りゅうずの操作はで
きません。

※サマータイム（DST）の設定
は手動で行ってください。

受信結果が5秒間表示され
ます。
その後、時分針が動き、時
刻・日付が合います。

受信結果
表示 Y: 成功 N：失敗

表 示
BPC

JJY BPC
JJY

秒針が30秒位置に移動して受
信がはじまります。
インジケータ針は「4+」を指し
ます。

※インジケータ針が E または  
を指しているときは受信の操作
をしても受信がはじまりません。 

	 「E」を指しているときは、光を
あてて充電してください。

	 を指しているときは、機内
モード（ ）を解除してください

受信終了までにかかる時間は、
最長 2 分です。
※受信の状況によります。

< 受信中の表示 >
秒針が受信のしやすさ（受信中の
GPS 衛星の数）を示します。

BPC
JJY

受信できる
　可能性がある受

信

しやすい

受信できない

3基

4基
5基

6基

・・

・・・

・

2基

0基

※表示が 4 基以上を示していても、
受信できない場合があります。

※移動中は受信しにくくなる可能性
がありますのでご注意ください。

※�受 信をキャンセ
ルさせるときは、
ボタン A を押し
てください。

地域によっては個別に【サマータイム（DST）】が設定されています。
サマータイムとは夏時間のことで、夏の日照時間の長いときに、時刻を通常１時間進めて昼間の時間を長くする制度です。
欧米を中心に世界の約 80 ヶ国で実施されています。サマータイム（DST）の実施期間や実施地域は国によって様々です。
※各地域のサマータイム（DST）は、国または地域の都合により変更される場合があります。

 サマータイム（DST）について

①の操作後、約5秒以内に、
ボタンCを押し続ける（3秒）2ボタンAを押す 時分針の動きが止まると約5秒後に自動的に

DST設定モードが終了1 3

サマータイム（DST）の設定が ON の状態のとき①〜③の操作を行ってください。
②の操作ではインジケータ針を右図の位置「OFF」に合わせてください。
時分針が 1 時間分戻ります。

時刻表示に戻ります。
インジケータ針は、エネルギー残量表示に戻り
ます。

インジケータ針が動いて「ON」
を指し、時分針が1時間分進み
ます。

インジケータ針が動いて、現在のサマー
タイム(DST）の設定を表示します。

※タイムゾーン修正・手動タイムゾーン選択を行っても自動
では DST の ON/OFF は切りかわりません。

※サマータイムを実施している地域から実施していない地
域に行くときは、DST を OFF にしてください。

 サマータイム（DST)の設定をONにする

 サマータイム（DST)の設定をOFFにする

＜サマータイム（DST）の設定がOFFの状態＞
※�インジケータ針の位置に

よって、時刻表示に戻る時
間は変わります。

※�時分針の動きが止まってか
ら、5 秒以内にボタンA を押
しても時刻表示に戻ります。

①の操作後、約5秒以内に、
ボタンCを押し続ける（3秒）2

秒針が 40 秒位置に停止して、
インジケータ針が  を指しま
す。

3秒押し

＜機内モード（ ）状態＞
インジケータ針が  を指して
いる　

ボタンBを押して、離す1

秒針は受信結果（Y、N）
を表示し、インジケー
タ針は受信の方法（1
または 4+）を指しま
す。

1回押して
離す

5秒後に自動的に機内
モードの設定が終了3

時刻表示に戻ります。

→�手動タイムゾーン選択（飛
行機内などで目的地の時
刻を合わせたいとき）

機内モード（ ）状態
になると、時刻表示に
戻ってもインジケータ
針は  を示します。

3秒押す

押す

3秒押し

押す

押す

7X52　GPS ソーラーウオッチ
クィック スタート マニュアル

Quick Start Manual

エネルギー残量がなくなったと
き、フル充電にするには時間が
かかるため、こまめに充電をす
るように心がけてください。

サマータイム（DST）
Daylight Saving Time＝ デイライト セイビングタイム



　強制時刻修正（時刻のみを合わせたいとき） 　小時計の時刻合わせ 　手動時刻修正（手動で時刻を合わせたいとき） 　手動日付修正（手動で日付を合わせたいとき）7 8 9 10

設定されているタイムゾーンの、正確な現在時刻に合わせることができます。

（タイムゾーンの変更は行いません。）

 強制時刻修正について

 強制時刻修正のしかた
ボタンBを押し続けて（3秒）
秒針が0秒位置に移動したら離す

受信しやすい
場所へ行く1 2 3 秒針が「Y」または「N」を指し

たら、受信終了時計を真上に向けたまま待つ 4

空が見えて視界
が広い屋外など
へ移動します。

秒針が0秒位置に移動して受信
がはじまります。
インジケータ針は「1」を指しま
す。

「Y」と表示されても時刻が合わ
ないときは、タイムゾーンの設
定が今いる場所と合っていない
可能性があります。タイムゾー
ンの設定を確認してください。
※日付が動いている間は、ボタン・

りゅうずの操作はできません。
※サマータイム（DST）の設定は

手動で行ってください。

受信結果が5秒間表示されま
す。その後、時分針が動き、時
刻・日付が合います。

※インジケータ針が E または  
を指しているときは受信の操作
をしても受信がはじまりません。

「E」を指しているときは、光を
あてて充電をしてください。

を指しているときは、機内モー
ド（ ）を解除してください。

<受信中の表示（捕捉衛星数）>
秒針が受信のしやすさ（受信中
のGPS衛星の数）を示します。
※時刻情報のみを取得するため、

受信に必要な衛星の数は 1 基
です。
補足

衛星数 １基 ０基

表　示

状　況 受信しやすい 受信できない

受信結
果表示 Y: 成功 N：失敗

表　示

BPC
JJY BPC

JJY

BPC
JJY BPC

JJY

※受信をキャン
セルさせると
きは、ボタン
A を押してく
ださい。

受信にかかる時間は、最長 1
分です。
※受信の状況によります。

3秒押す

押す

・小時計は、24時間制で
時刻を表示します。

・基本時計のタイムゾーンを
変更しても、小時計の時刻
は変わりません。

基本時計とは独立して動いて
います。

りゅうずのロックを
はずす

りゅうずを1段引く

りゅうずのロックをはずす

りゅうずを2段引く

時報などに合わせて
りゅうずを押し戻す

ボタンAを押し続けて（３秒）
針が0秒位置に移動したら離す

ボタンBまたはボタンCを
押して時刻を合わせる

りゅうずを押し戻すボタンBまたはボタンCを
押して時刻を合わせる

1

2

1

2

53 4

43

りゅうずのロックをはずす。
りゅうずを左（下方向）に回
してください。
ねじが緩んで、りゅうずが操
作できるようになります。

ロック
された
状態

ロックを
はずした
状態

小時計の時刻合わせのモード
に入ります。

（�基本時計と小時計は動いたま
まです。）

りゅうずのロックをはずす。

秒針が13秒位置に移動し、
停止します。

操作は完了です。
時計が動きはじめます。

秒針が0秒位置に移動し、停止
します。
手動時刻合わせのモードに入
ります。

操作は完了です。

りゅうず
1段引く

0 1 2 ※�りゅうずをロックしてください

押しつけて

しめる

りゅうずを時計本体に軽く押
しつけながら右（上方向）に
止まるところまで回してくだ
さい。

りゅうず
戻す

0 1 2

・再び受信可能な環境で使うときは、電波を受信して時刻を合わせてください。
・時刻を修正するときは、日付が連動して動きます。

 小時計の合わせかた  手動時刻合わせ修正のしかた  手動日付合わせ修正のしかた

ゆるめる

※ 電波が受信できない場合でも、通常のクオーツ時計と同じ精度でお使いいただけます。（平均月差±15 秒）
※ 手動時刻合わせの後で電波を受信したときは、受信した時刻を表示します。

0 1 2

りゅうず
2段引く

3秒
押す

0 1 2

りゅうず
戻す

ゆるめる

※�りゅうずをロックして
　ください

押しつけて

しめる

※�手動時刻合わせのモードに入
ると、電波受信結果のデータ
が失われるため、受信結果を
確認しても「N」と表示され
ます。

一回
押すと
1分進む

一回
押すと
1分戻る

２秒以上押
し続けると
連続で動き
出し、もう
一度押すと
止まる

※りゅうずを回しても針は動き
ません。

※�日付が変わるところが午前０
時（午後12 時）です。

　午前・午後に注意して時刻を
合わせてください。

手動日付合わせに関する注意事項
この時計は、GPS 電波を受信して、自動で時刻やカレンダーを修正しますので、GPS 電波が受信できない環境以外では
この操作を行わないでください。基準位置ずれの原因になります。

※�GPS 電波の受信に成功しても日付
が合わないときは、日付の基準位
置がずれていると考えられます。

　→�基本操作マニュアル「日付 ･ イン
ジケータ針・時分針の基準位置を
合わせる」　P.25 〜 26

GPS 電波が受信できない環
境で、自動で日付が変わらな
い場合（小の月から大の月に
変わる際など）は、手動で日
付を合わせてください。
・日付は、時刻に関係なく単独

で合わせることができます。
・再び受信可能な環境で使うと

きは、GPS 電波を受信して時
刻・日付を合わせてください。

　→ 5 タイムゾーン修正

りゅうずのロックをはずす1
りゅうずのロックをはずす。

ゆるめる

りゅうずを押し戻すりゅうずを2段引く ボタンBまたはボタンCを
押して日付を合わせる 42 3

操作は完了です。秒針が13秒位置に移動し、
停止します。

りゅうず
戻す

0 1 2

0 1 2

りゅうず
2段引く

※�りゅうずをロックして
　ください

押しつけて

しめる

一回
押すと
1日進む

一回
押すと
1日戻る

２秒以上押
し続けると
連続で動き
出し、もう
一度押すと
止まる

※�手動日付合わせのモードに入る
と、電波受信結果のデータが
失われるため、受信結果を確認
しても「N」と表示されます。

※りゅうずを回しても日付は動き
ません。

※日付が動いている間はボタンの
操作はできません。

一回
押すと
1分戻る

一回
押すと
1分進む

２秒以上押し
続けると連続
で 動 き出し、
もう一度押す
と止まる

　「うるう秒」情報受信11
この時計は毎年 6 月 1日以降と12 月 1日以降に、GPS 信号を最初に受信した直後から「うるう秒」情報を取得するモー
ドに入ります。うるう秒の実施の有無に関わらず必ず半年ごとに行います。
自動で受信を開始しますので特別な操作は不要ですが、「うるう秒」情報の取得には、時刻修正より長い時間が必要ですので、
空が開けた屋外などで受信を完了してください。

※秒針が 1 秒の位置を指したら、「うるう秒」情報の受信開始まで 1 分以内ですので、屋外などの受信可能な環境で受信を完了させ
てください。

※うるう秒情報受信待機中は、ボタン操作を行わないでください。

※十分なエネルギー残量が必要ですのでこまめな充電をお願いします。

詳しくは、基本操作マニュアルの P.18 をご参照ください。

うるう秒について
うるう秒は天文学的に決められた世界時（UT）と国際原子時（TAI）とのずれを補正するためのものです。必要に応じて 6
月末または 12 月末に「1 秒」挿入（削除）されることがあります。

「うるう秒」情報の取得を完了するまで「うるう秒」情報を取得するモードに入ることを繰り返しますが、この間時刻修正
は行われません。
万一、受信結果「Ｎ」の表示が続く場合は、屋外などの受信可能な環境でボタン B を 3 秒間 押し続けて、強制受信によ
る時刻情報、「うるう秒」情報の受信を行ってください。

・秒針が1分ごとに逆方向に動き、「うるう秒」情
報受信開始までのカウントダウンを行います。

　※最大18分かかることもあります。
・秒針が12時位置になると、「うるう秒」情報受
信が始まります。受信が良好の場合は、秒針は
1時位置に移動して「うるう秒」情報を取りま
す。（約1分以内）

・受信に成功した場合は、秒針が「Y」を示します。

インジケータ針が「4+」の
右側を指し示します。

「うるう秒」情報を取得しようとしている状態
通常の時刻表示と異なる動きをしますが、不具合ではありません。

 「うるう秒」情報受信について


